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町の木 町の花

ぶな あやめ

夢と希望に満ちて



町
債地

方
交
付
税

町
税

繰
入
金

国
庫
支
出
金

諸
収
入

繰
越
金

地
方
譲
与
税

分
担
金
及
び
負
担
金

そ
の
他

29.3％25.9％23.6％6.5％5.0％

2.4％1.7％1.4％
1.2％

民
生
費

公
債
費

農
林
水
作
業
費

総
務
費

38.5％

0.9％2.1％

16.7％11.1％10.7％

土
木
費

議
会
費

商
工
費

そ
の
他

消
防
費

7.8％4.5％

2.0％
0.9％0.6％

県
支
出
金

衛
生
費

5.6％

教
育
費

1.6％

一
般
会
計
14
％
増

平
成
17
年
度
予
算

40
億
１
８
０
０
万
円
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平
成
17
年
度
３
月
定
例
議
会
は
３
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で

15
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
予
算
を
は
じ
め
、

関
係
条
例
等
の
制
定
な
ど
65
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
14
日
の
本
会
議
で
は
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に

立
ち
各
議
員
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

第129号江府町議会だより平成17年５月13日発行（３）

歳入歳出

　
平
成
17
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
職
員
自
ら
の
削
減
を
基

本
と
し
な
が
ら
事
業
の
必
要
性
や
効
果
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
町
民
主

導
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民
意
識
の
変
革
を
期
待
し
な
が
ら
「
小
さ
く
と
も
元
気

で
明
る
い
輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
も
税
収
の
減
少
並
び
に
国
の
改
革
に
よ
る
主
た
る
財
源
の
減
額
に
よ
り
、

新
規
事
業
を
抑
制
し
、
あ
く
ま
で
町
民
の
視
点
に
立
っ
た
継
続
事
業
及
び
ソ
フ
ト

事
業
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
主
要
事
業
と
し
て
町
民
皆
様
か

ら
要
望
の
あ
り
ま
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
総
額
40
億
１
８
０
０
万
円
と
な
り
前

年
と
比
べ
14
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
額
の
主
た
る
原
因
は
介
護
老
人
保
健

施
設
建
設
費
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
差
し
引
き
ま
す
と
前
年
対
比
84
・
４
％
と

な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
合
わ
せ
る
と
62
億
４
３
８
２
万
円
と
な
り
８
・
８
％
の
増
と
な
り

ま
す
。

　
主
な
歳
入
を
見
ま
す
と
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
が
今
年
度
も
減
り
、
前
年
対

比
４
・
６
％
減
で
俣
野
ダ
ム
の
固
定
資
産
の
減
価
償
却
に
よ
る
も
の
で
す
。
地
方

交
付
税
は
９
・
５
％
の
増
、
事
業
減
少
に
よ
り
分
担
金
及
び
負
担
金
が
25
・
０
％
、

国
庫
支
出
金
が
16
・
２
％
、
県
支
出
金
が
23
・
５
％
と
そ
れ
ぞ
れ
減
っ
て
い
ま
す
。

繰
入
金
は
38
・
８
％
の
減
、
町
債
は
139
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
要
事
業
と
し
て
、

総
務
費

　
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
６
万
円

　
農
業
委
員
会
選
挙
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
９
０
万
円

　
町
議
会
選
挙
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
１
２
万
円

民
生
費

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
（
事
業
）
　
　
　
　
１
９
０
０
万
円

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
（
施
設
）
　
　
　
　
２
３
０
０
万
円

　
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
６
６
３
万
円

　
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
４
３
万
円

　
介
護
老
人
保
健
施
設
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
億
３
９
５
７
万
円

　
し
あ
わ
せ
づ
く
り
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
２
万
円

衛
生
費

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
４
５
万
円

農
林
水
産
業
費

　
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
交
付
金
事
業
　
　
　
　
　
８
３
７
３
万
円

　
農
道
整
備
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
４
５
万
円

　
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
備
事
業
費
　
　
　
　
２
４
５
７
万
円

　
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
　
　
　
　
　
　
　
１
億
４
１
３
万
円

土
木
費

　
道
路
新
設
改
良
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
６
１
４
万
円

　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
３
１
万
円

教
育
費

　
各
小
学
校
施
設
改
修
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
０
万
円

　
全
額
協
力
方
式
30
人
学
級
実
施
負
担
金
　
　
　
　
　
　
　
４
７
０
万
円

輝きのある
　　　まちづくりに
輝きのある
　　　まちづくりに
輝きのある
　　　まちづくりに

江府町介護老人保健施設計画平面図

11億7,84010億4,0009億4,7832億6,0002億919,7927,0005,4224,8163,6818,37515億4,5576億7,2344億4,4944億2,9443億1,4062億2,5781億8,2057,8546,4113,5512,566 〈単位：万円〉



江府町議会だより （４）平成17年５月13日発行第129号

　
総
額
３
億
１
７
０
０
万
円

の
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
対
比
約
１
億
６
千
万
の
増

額
で
す
。

　
こ
れ
は
、
経
営
的
に
順
調

に
推
移
し
今
年
度
の
繰
越
金

が
増
え
た
こ
と
と
、
診
療
報

酬
の
伸
び
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
受
診
者
の
増

加
に
対
応
す
る
為
、
今
後
医

師
を
増
員
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
財
政
調
整
基
金
を
つ

く
り
繰
越
金
の
中
か
ら
、
５

０
０
０
万
円
を
積
み
立
て
ま

す
。
ま
た
、
看
護
士
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
よ
り
１
名
増

員
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
３
月
で
大
学
に
帰
ら

れ
た
木
谷
医
師
に
対
し
歯
科

診
療
所
開
設
当
初
か
ら
の
ご

努
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

新
し
く
来
ら
れ
ま
し
た
国
竹

医
師
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
総
額
３
億
６
２
０
０
万
を

見
込
み
、
一
般
会
計
か
ら
２

千
万
円
を
繰
り
入
れ
て
対
応

し
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
県
下

で
も
高
い
医
療
費
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
中
心
と
し
て

期
待
さ
れ
る
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
て
病
気
治
療

は
も
と
よ
り
、
健
康
増
進
と

予
防
に
一
層
の
努
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

国民健康保険（施設勘定）

依
然
と
し
て
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

　
　
　
　
　
高
い
医
療
費
が
つ
づ
く

　医師２名体制に向け
　　　　基金積立を行う

特別会計 (14会計)

総額22億2,600万円総額22億2,600万円総額22億2,600万円
前年（22億1400万円）と
　　ほぼ同額の予算が編成される

診療中の國竹ふみこ先生（江尾診療所歯科口腔外科）



　
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供

給
と
、
給
水
料
金
の
統
一
を

図
る
た
め
、
町
直
轄
の
水
道

に
移
行
が
進
め
ら
れ
、
残
さ

れ
た
深
山
口
地
区
の
工
事
に

か
か
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
又
、
佐
川
、
大
谷
の
江
尾

地
区
統
合
工
事
も
行
な
い
、

合
わ
せ
て
今
年
度
事
業
費
は
、

約
２
億
４
千
万
円
と
な
り
ま

す
。

　
平
成
17
年
度
の
予
算
は
約

３
億
７
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
前
年
と
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

　
平
成
16
年
12
月
末
の
施
設

入
所
の
方
が
57
名
で
し
た
。

　
在
宅
介
護
を
基
本
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
制
度
で

す
が
、
施
設
入
所
の
希
望
が

多
い
の
が
実
状
で
す
。

　
今
年
度
、
武
庫
地
区
に
介

護
老
人
保
健
施
設
が
建
設
さ

れ
ま
す
。
約
10
億
円
を
か
け

た
大
き
な
事
業
で
す
の
で
、

そ
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
十

分
チ
ェ
ッ
ク
し
、
又
運
営
に

つ
い
て
も
精
査
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

深
山
口
地
区
の

　
建
設
を
予
定

　
平
成
３
年
よ
り
始
ま
っ
た

下
水
道
事
業
は
、
昨
年
か
ら

引
き
続
き
の
柿
原
地
区
と
新

た
に
吉
原
地
区
の
施
行
に
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
江
府
町
人

口
全
体
の
比
率
で
は
水
洗
化

率
66
・
７
％
、
接
続
率
67
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
残
っ
て
い
る
美
用
地
区
、

杉
谷
地
区
、
宮
市
地
区
、
栗

尾
地
区
に
つ
い
て
は
、
約
７

億
５
千
万
円
を
見
込
み
、
今

後
５
年
程
度
で
整
備
さ
れ
る

見
通
し
で
す
。

　
ど
の
地
区
か
ら
先
行
し
て

行
う
か
に
つ
い
て
は
今
後
集

落
と
の
調
整
を
行
っ
た
上
で

決
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下水道事業

笠
良
原
市
民
農
園

引続きの柿原地区と
　　　吉原地区の建設を

介護保険事業

武庫地区に介護老人
　　　　保健施設を建設
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阪
神
大
震
災
以
降
、
農
園

の
利
用
が
減
っ
て
き
て
お
り

又
、
一
般
会
計
か
ら
毎
年
約

５
百
万
円
繰
り
入
れ
し
て
い

る
事
か
ら
も
根
本
的
な
見
直

し
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
す
ぐ
に
運
営
を
中
止
す

れ
ば
、
補
助
金
の
返
還
が
約

２
千
２
百
万
円
必
要
で
あ
る

事
な
ど
か
ら
今
年
度
は
、
取

り
合
え
ず
利
用
が
少
な
い
管

理
棟
の
宿
泊
を
取
り
や
め
、

経
費
節
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
建
物
の
修
理
費

等
も
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど

を
考
え
、
早
急
に
民
間
委
託

の
方
向
で
検
討
す
べ
き
時
期

で
す
。

御机地区農業集落排水終末処理場（御机）



予 算 の   審 議予 算 の   審 議

除
雪
費
１
８
０
０
万

円
計
上
し
て
あ
る
が
。

あ
く
ま
で
経
常
予
算

で
あ
り
16
年
度
は
降

雪
も
多
く
３
２
０
０
万
円
以

上
の
出
費
で
す
。
今
後
は
除

雪
基
準
を
検
討
し
効
率
化
に

努
め
る
。

QA 除
雪
の
効
率
化
は

中
山
間
地
直
接
支
払
は

Q

17
年
度
か
ら
始
ま
る

中
山
間
地
直
接
支
払

制
度
の
今
後
の
指
導
は
。

土
地
改
良
区
は
閉
鎖

で
き
な
い
か
。

償
還
金
の
返
済
が
終

わ
ら
な
け
れ
ば
閉
鎖

出
来
な
い
が
償
還
年
数
が
残

り
少
な
い
の
で
執
行
部
で
協

議
検
討
す
る
。

QA 土
地
改
良
区
は

農
業
開
発
公
社
は

特
別
職
は

Q

町
長
助
役
教
育
長
の

報
酬
は
。

QA
在
宅
介
護
セ
ン
タ
ー
の
委
託
は

介
護
老
人
施
設
の
建
設
は

A
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総
額
40
億
１
８
０
０

万
円
で
前
年
度
対
比

114
・
02
％
で
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
費
を
除

け
ば
、
今
年
度
の
実
質
予
算

は
29
億
７
９
０
０
万
円
で
84

・
44
％
の
減
額
予
算
で
す
。

主
な
減
額

農
林
水
産
費
　
９
９
０
０
万
円

土
木
費
　
１
億
５
９
０
０
円

教
育
費
　
１
億
１
６
０
０
円

QA 今
年
度
の
予
算
は

介
護
老
人
保
健
施
設

費
は
。

介
護
老
人
保
健
施
設

建
設
費
は
10
億
３
９

０
０
万
円
で
す
。

発
注
は
６
月
の
予
定
。
発
注

方
法
に
つ
い
て
は
十
分
検
討

す
る
。

QA

日
野
郡
３
町
各
１
０

０
万
円
負
担
し
、
社

会
指
導
主
事
を
一
人
置
く
。

３
町
に
ま
た
が
り
地
域
の
連

携
及
び
指
導
者
と
し
て
行
事

的
な
も
の
に
参
加
。
３
年
間

の
予
定
。

Ａ Q 地
区
教
育
担
当
教
育�

　
　
主
事
の
設
置
は

30
人
学
級
設
置
負
担

金
と
は
。

中
学
３
年
生
は
現
在

40
人
で
あ
り
、
２
学

級
に
す
る
た
め
、
町
が
４
７

０
万
円
の
負
担
を
し
、
１
人

の
教
員
を
増
員
す
る
制
度
で

す
。 QA 金

額
協
力
金
方
式
は

QA 変
質
者
等
の
対
応
は

県
の
加
配
教
員
の
配

置
に
よ
り
実
際
よ
り

定
数
が
多
く
支
障
は
余
り
な

い
。 A

図
書
の
購
入
が
他
町

よ
り
割
合
が
少
な
い

が
な
ぜ
。

QA 図
書
の
購
入
は

町
講
師
の
削
減
で
教

育
に
支
障
は
な
い
か
。

Q 町
講
師
の
削
減
は

本
年
度
は
舗
装
４
０

０
メ
ー
ト
ル
、
開
設

１
８
０
メ
ー
ト
ル
。
事
業
費

５
０
０
０
万
円
で
、
７
・
２

％
〜
７
・
３
％
の
負
担
。
今

後
は
開
設
を
縮
小
し
作
業
道

に
よ
り
実
施
を
す
る
予
定
で

す
。 A Q 宝

仏
山
線
の
負
担
金
は

調
査
地
は
貝
田
集
落

で
予
算
額
は
１
６
０

０
万
円
計
上
。
今
後
も
調
査

を
予
定
し
て
い
る
。

A

今
年
度
の
地
積
調
査

集
落
は
。

Q 今
年
度
の
地
積
調
査
は

１
学
期
の
地
消
は
24

％
、
県
内
産
を
含
め

ば
、41
％
、２
学
期
の
地
消
は

39
％
、
県
内
産
を
合
せ
て
54

％
、３
学
期
は
少
し
減
少
す
る
。

A

16
年
度
の
地
産
地
消

状
況
は
。

Q 学
校
給
食
の
地
産
地
消
は

小
学
校
保
育
園
の
遊

具
の
点
検
状
況
は
。

QA 小
学
校
保
育
園
の
遊
具
は

合
併
浄
化
槽
の
負
担

金
は
い
く
ら
。

合
併
浄
化
槽
の
負
担

金
は
約
27
万
円
で
す
。

現
在
35
基
設
置
。
今
年
度
は

５
基
、
18
年
度
以
降
は
、
大

河
原
、
栗
尾
、
そ
の
他
で
69

基
設
置
予
定
。

QA 合
併
浄
化
槽
は

町
道
改
良
工
事
の
請

負
の
内
容
は
。

上
大
河
原
橋
の
上
部

工
発
注
。
金
額
は
７

５
０
０
万
円
、
18
年
度
で
完

成
予
定
で
す
。

QA 町
道
改
良
は

過
疎
バ
ス
の
補
助
金

削
減
は
い
つ
か
ら
。

QA 過
疎
バ
ス
の
今
後
は

町
長
10
％
・
助
役
・

教
育
長
８
％
カ
ッ
ト
。

A

宝
く
じ
の
１
０
０
％

助
成
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
、
金
額
は
２
５
０
万

円
で
す
。
貝
田
が
長
年
地
域

の
活
性
化
の
た
め
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
い
る
備
品
の
テ
ン
ト
、

机
、
椅
子
、
食
器
の
購
入
等

に
助
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

A

集
落
営
農
担
い
手
育

成
の
た
め
の
農
地
の

集
積
・
有
休
農
地
保
全
の
手

助
け
、
受
託
作
業
の
堆
進
を

始
め
健
全
な
公
社
に
す
る
た

め
の
、
人
件
費
の
削
減
を
行

う
。 QA

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
は
。

今
は
堆
肥
の
在
庫
は

な
い
。
今
後
は
地
域

農
家
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

品
質
の
向
上
に
努
め
販
売
促

進
に
努
力
す
る
。

QA 堆
肥
セ
ン
タ
ー
は

QA 女
性
消
防
隊
は

女
性
消
防
隊
の
応
募

状
況
は
。
全
国
大
会

は
い
つ
。 事

務
的
レ
ベ
ル
で
協

議
検
討
中
で
す
が
、

農
協
の
思
い
も
十
分
勘
案
し

町
長
を
先
頭
に
協
議
検
討
す

る
。 QA 庁

舎
建
設
の
方
向
性
は

A 　
本
会
議
の
会
期
中
３
月
15
・
16
・
17
日
に
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

審
議
に
お
い
て
質
疑
答
弁
が
行
わ
れ
た
の
で
、
主
な
も
の
を
あ
げ
て
み
ま

し
た
。

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り

路
線
等
も
検
討
し
、

今
後
に
於
い
て
は
循
環
バ
ス
、

更
に
は
小
学
校
の
統
合
等
を

視
野
に
い
れ
総
合
的
に
判
断

す
る
。

一
般
会
計

町
長
を
始
め
一
丸
と

な
っ
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め

前
向
き
に
努
力
す
る
。

専
門
の
業
者
に
委
託

し
て
点
検
し
、
老
朽

化
し
た
遊
具
は
撤
去
取
替
え

を
実
施
。
学
校
で
は
都
度
点

検
も
実
施
。

過
疎
高
齢
化
の
進
む

我
が
町
の
、
農
業
開

発
公
社
の
今
後
は
。

厳
し
い
時
代
だ
が
、

町
の
活
性
化
は
企
業

誘
致
だ
と
思
う
が
対
策
は
。

Q 企
業
誘
致
は

助
役
の
人
件
費
の
計

上
は
。

Q 助
役
の
報
酬
は

A

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
は
。

QA 生
き
が
い
対
応
型
の�

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

昨
年
に
対
し
て
今
年

度
の
割
合
は
い
く
ら
。

Q コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の�

　
　
助
成
補
助
金
は

こ
の
補
助
金
の
内
容

は
。

現
在
助
役
は
不
在
で

す
が
、
予
算
は
計
上

し
て
あ
り
場
合
に
よ
っ
て
は

減
額
に
な
り
ま
す
。

防
災
・
情
報
セ
ン
タ

ー
隣
の
鳥
取
西
部
農

協
江
府
支
所
と
の
交
渉
は
。

現
在
、
尾
上
原
を
中

心
に
応
募
６
人
。
残

り
１
な
い
し
２
名
必
要
で
す
。

全
国
大
会
は
10
月
で
３
月
中

に
結
団
式
を
し
た
い
。

在
宅
介
護
セ
ン
タ
ー

の
委
託
は
だ
れ
に
。

金
額
は
い
く
ら
。

チ
ロ
ル
の
里
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

業
務
委
託
し
、
金
額
は
２
７

７
万
円
で
独
居
老
人
、
高
齢

者
世
帯
の
方
々
を
定
期
的
に

巡
回
す
る
。

地
区
教
育
担
当
指
導

主
事
設
置
の
負
担
金

１
０
０
万
円
は
。

中
山
間
地
区
学
校
は

塀
と
か
、
フ
ェ
ン
ス

も
な
い
が
安
全
か
。

農
道
整
備
、
水
路
の

補
修
等
で
は
80
％
し

か
支
払
が
で
き
な
い
。
今
後

は
生
産
性
、
収
益
の
向
上
、

担
い
手
育
成
の
取
組
み
が
必

要
。

宮
市
原
駐
在
所
は

Q

駐
在
所
の
廃
止
に
よ

り
宮
市
原
駐
在
所
の

今
後
は
。県

が
無
償
で
地
元
に

払
い
下
げ
、
宮
市
原

が
集
会
所
の
一
部
と
し
て
使

用
。
改
修
費
30
万
円
補
助
。

A

生
徒
が
防
犯
ブ
ザ
ー

を
所
持
し
て
い
る
。

学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
を
設
置
。
地
区
の

人
に
は
見
知
ら
ぬ
人
を
見
た

ら
学
校
に
連
絡
し
て
も
ら
う

様
に
お
願
い
す
る
。

今
後
は
研
究
課
題
で
あ
る
。

今
年
度
の
負
担
金
は

増
額
で
あ
る
が
延
長

が
の
び
る
の
か
。

全
体
の
予
算
カ
ッ
ト

の
に
あ
わ
せ
、
42
万

円
減
で
す
。
学
校
の
図
書
等
、

兼
ね
合
せ
効
率
的
に
使
用
し

て
も
ら
う
。

30
集
落
に
お
い
て
年

２
回
程
度
。
各
地
区

で
は
２
〜
４
回
開
催
。
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Q

A

集
会
所
の
水
道
料
金
は

高
齢
化
が
進
み
、
集

落
の
維
持
管
理
が
大

変
、
水
道
料
金
の
免
除
は
。

平
成
17
年
度
は
１
億

６
０
０
０
万
円
の
予

算
計
上
で
す
。
16
年
度
の
実

質
収
益
が
、
歯
科
２
０
０
万

円
、
医
科
が
２
０
０
０
万
円

位
で
、
今
後
こ
の
状
況
が
続

け
ば
医
師
２
名
体
制
も
検
討

す
る
。

QA 経
営
の
内
容
は

平
成
16
年
度
の
、
診

療
報
酬
が
、
１
億
５

５
０
０
万
円
位
あ
る
が
17
年

度
の
予
定
は
。

17
年
２
月
末
の
水
洗

化
率
が
、
農
業
集
落

排
水
が
82
・
２
％
、
特
定
環

境
下
水
が
73
・
７
％
、
林
業

集
落
排
水
が
95
・
５
％
で
、

全
体
で
は
75
・
９
％
、
人
口

比
率
66
・
７
％
で
す
。

QA

町
職
員
が
全
50
項
目

年
１
回
調
査
、
９
項

目
は
月
１
回
調
査
し
必
要
に

応
じ
て
投
与
し
て
い
ま
す
。

A

下
水
道
の
供
用
開
始
率
は

下
水
道
の
供
用
開
始

率
は
何
％
く
ら
い
。

Q 水
道
の
消
毒
は

塩
素
を
問
題
視
す
る

こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

指
名
競
争
入
札
及
び

状
況
に
よ
り
随
意
契

約
も
行
う
。

QA
水
道
施
設
の
工
事
請
合
は

水
道
工
事
受
注
は
、

特
定
の
業
者
一
社
が

請
負
を
し
て
い
る
が
、
指
名

競
争
入
札
か
随
意
契
約
か
。

A

集
落
に
出
か
け
、
協

議
の
中
、
大
体
方
向

が
決
定
し
て
お
り
、
新
年
度

に
は
早
急
に
決
定
し
た
い
。

QA 農
業
集
落
排
水
の
今
後
は

未
整
備
地
区
の
集
落

排
水
は
。

QA
国
保
が
国
の
厚
生
労
働
省
の�

指
定
に
再
び

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
介
護
度
、
地
域

性
を
加
味
し
判
定
委
員
会
が

優
先
順
位
を
決
定
す
る
が
、

介
護
老
人
保
健
施
設
は
制
度

的
な
決
め
つ
け
は
な
い
。

今
現
在
介
護
老
人
施
設
の
入

所
は
16
名
で
す
。

QA 介
護
老
人
施
設
の
入
所
は

介
護
老
人
施
設
の
入

所
の
順
番
は
。

３
月
現
在
で
57
名
の

入
所
で
あ
り
、
そ
の

内
介
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

者
は
16
名
で
す
。

QA 施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
入
所
は
何
人
位
。

集
落
に
補
助
金
で
支

払
い
も
検
討
し
た
が
、

集
落
に
よ
っ
て
内
容
が
違
う

の
で
昨
年
通
り
実
施
の
予
定

で
す
。

QA 区
長
手
当
は

区
長
手
当
の
支
払
方

法
は
今
ま
で
通
り
か
。

16
年
度
の
嘱
託
、
臨

時
職
員
は
42
名
で
、

今
年
度
は
28
名
で
14
名
の
削

減
。
金
額
で
は
約
２
７
０
０

万
円
の
削
減
で
す
。
基
本
的

に
は
年
々
見
直
し
な
が
ら
削

減
に
努
め
ま
す
。

QA 嘱
託
及
び
臨
時
職
員
は

嘱
託
及
び
臨
時
職
員

の
削
減
は
。

本
年
度
は
宿
泊
に
つ

い
て
は
、
コ
テ
ー
ジ

管
理
棟
は
素
泊
の
み
を
計
画

す
る
。
管
理
棟
を
含
め
、
施

設
が
大
変
傷
ん
で
い
る
が
廃

止
す
る
と
補
助
金
の
返
還
等

が
必
要
で
あ
り
、
民
間
等
の

委
託
も
検
討
し
、
農
園
に
つ

い
て
は
、
ソ
バ
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
等
も
導
入
し
、
利
用
率

の
向
上
に
努
め
る
。

QA 笠
良
原
市
民
農
園
は

笠
良
原
市
民
農
園
の

運
営
及
び
今
後
は
。

医
科
の
診
察
は
、
約

60
名
位
、
歯
科
は
30

名
程
度
で
微
増
。

QA 診
療
所
の
状
況
は

特
別
会
計

医
科
及
び
歯
科
の
一

日
当
た
り
の
診
察
人

数
は
。

な
ぜ
国
民
健
康
保
険

が
国
の
指
定
を
受
け

安
定
化
計
画
の
作
成
が
義
務

付
け
ら
れ
た
か
。

水
道
会
計
、
下
水
道

会
計
も
赤
字
で
あ
る

が
、
水
道
施
設
も
残
り
一
施

設
で
あ
り
、
今
後
前
向
き
に

検
討
。

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
処
置
は
。

日
野
病
院
と
密
接
に

連
携
し
、
更
に
営
業

努
力
と
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
運

営
は
日
野
病
院
が
行
う
。

平
成
15
年
度
の
医
療

費
が
高
く
基
準
給
付

が
、
１
・
14
に
対
し
て
わ
が

町
は
１
・
24
で
す
。
健
康
を

最
優
先
に
住
民
検
診
に
力
を

注
ぎ
、
病
気
の
発
見
率
が
高

く
、
そ
の
反
面
延
命
率
も
上

が
っ
て
い
る
。

今
後
は
健
康
づ
く
り
に
つ
と

め
医
療
費
の
抑
制
に
努
力
い

た
し
ま
す
。

Q 介
護
老
人
施
設
の
今
後
は

介
護
老
人
施
設
の
運

営
は
。



行財政改革の�

　　　取組みを

企
業
誘
致
を

庁
舎
建
設
は

　
17
年
度
は
従
来
の
よ
う
な

過
疎
対
策
事
業
で
起
債
借
り

入
れ
等
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
中
電
の
固
定
資
産
税

を
中
心
に
税
収
の
減
少
が
み

ら
れ
る
。
国
に
お
け
る
三
位

一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
見
直
し
等
を
始
め
と
し

て
不
透
明
な
地
方
財
政
で
あ

り
、
執
行
部
、
議
会
で
知
恵

と
力
を
出
し
合
っ
て
、
効
果

を
十
分
上
げ
る
よ
う
、
住
民

参
加
の
意
識
改
革
を
行
う
と

共
に
、
町
民
一
体
と
な
っ
て

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
企
業
誘
致
は
、
今
後
の
江

府
町
の
重
要
課
題
で
あ
り
、

厳
し
い
時
代
で
大
変
で
あ
る

が
、
待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、

積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、

早
急
に
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
前
向
き

な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

介
護
老
人
保
健�

　
施
設
建
設

　
　
に
つ
い
て

　
施
設
の
内
容
等
十
分
調
査

研
究
を
行
い
、
発
注
方
法
を

十
分
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

運
営
等
に
お
い
て
も
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
で
き
る
よ
う
図
ら

れ
た
い
。

農
業
振
興
を

　
農
業
公
社
の
役
割
は
、
益

々
重
要
で
あ
り
、
過
疎
、
高

齢
化
の
進
む
江
府
町
農
業
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
十

分
協
議
検
討
し
、
更
に
健
全

な
公
社
に
な
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。

過
疎
バ
ス
対
策

　
住
民
の
利
便
性
に
十
分
配

慮
し
て
有
効
利
用
に
努
め
ら

れ
た
い
。

施
設
管
理
を

　
日
輪
閣
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

留
意
さ
れ
た
い
。

防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
は
建

物
も
広
く
な
り
、
諸
経
費
等

も
多
く
な
る
が
、
経
費
節
減

に
努
力
さ
れ
た
い
。

除
雪
対
応
は

　
除
雪
は
住
民
の
交
通
の
確

保
に
大
変
重
要
で
あ
る
が
、

効
率
化
を
図
り
、
経
費
節
減

に
努
め
ら
れ
た
い
。

町
道
整
備
は

　
十
分
検
討
し
、
優
先
順
位

に
よ
り
、
効
率
の
良
い
整
備

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
に

隣
接
す
る
鳥
取
西
部
農
協
江

府
支
所
利
用
に
つ
い
て
、
以

前
よ
り
交
渉
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
後
一
貫
性
を
も

っ
て
、
前
向
き
に
協
議
さ
れ

た
い
。

一般会計

予
算
特
別
委
員
会

参

考

意

見

第129号江府町議会だより平成17年５月13日発行（９）
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健康づくりに�

　　　予防医学を

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
事
業
勘
定
）

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
施
設
勘
定
）

　
診
療
所
及
び
歯
科
口
腔
外

科
も
好
評
で
患
者
数
も
多
く
、

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
約

１
億
６
０
０
０
万
円
の
診
療

報
酬
と
な
り
、
平
成
17
年
度

に
財
政
調
整
基
金
を
５
０
０

０
万
円
積
立
し
、
今
後
の
医

師
２
名
体
制
に
向
け
検
討
さ

れ
ま
す
が
、
今
後
と
も
町
民

の
期
待
に
応
え
る
立
派
な
診

療
所
と
な
る
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

特別会計

　
全
国
平
均（
基
準
給
付
費)

を
１
・
０
と
す
る
と
江
府
町

は
１
・
24
と
な
っ
て
お
り
、

指
定
基
準
の
１
・
14
を
超
え

る
依
然
と
し
て
高
い
医
療
費

が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

原
因
を
追
究
し
、
医
療
費
の

抑
制
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
江
府
町
１
人
当
り
医
療
費

は
、

一
般
被
保
険
者

　
27
万
５
１
７
７
円

退
職
被
保
険
者

　
38
万
５
１
３
０
円

老
人
被
保
険
者

　
56
万
２
０
９
５
円

　
住
民
検
診
が
定
着
し
、
そ

の
結
果
受
診
者
も
多
く
、
病

気
の
発
見
率
も
高
く
な
り
、

医
療
費
の
高
騰
も
み
ら
れ
ま

す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
延

命
率
も
高
く
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
健
康
づ
く
り
、

予
防
医
学
に
力
を
入
れ
た
健

康
な
町
づ
く
り
を
望
み
た
い
。

介護サービスの

　　　　　充実を

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
保
険
事
業
勘
定
）

　
住
民
よ
り
要
望
の
あ
っ
た

介
護
老
人
保
健
施
設
が
、
武

庫
地
区
に
今
年
建
設
さ
れ
ま

す
。
約
10
億
円
を
投
資
す
る

最
大
の
事
業
で
あ
り
、
そ
の

建
設
や
運
営
を
十
分
精
査
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
経
営
内
容

と
も
立
派
な
施
設
と
な
る
よ

う
最
大
の
努
力
を
払
っ
て
頂

き
た
い
。

事
業
採
択
に�

　
向
け
て
努
力
を

農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
特
別
会
計

　
米
沢
地
区
の
下
水
道
整
備

は
、
整
備
が
終
わ
っ
た
御
机

地
区
を
除
き
、
今
後
５
年
を

か
け
実
施
予
定
で
あ
る
が
、

地
区
住
民
の
要
望
を
受
け
止

め
、
財
政
の
許
す
限
り
早
期

に
整
備
さ
れ
た
い
。

笠
良
原
市
民
農
園

　
　
　
特
別
会
計

　
笠
良
原
市
民
農
園
の
運
営

は
、
毎
年
一
般
会
計
か
ら
多

額
の
繰
り
入
れ
を
し
て
お
り
、

今
ま
で
も
会
計
監
査
や
経
済

建
設
常
任
委
員
会
の
事
務
調

査
等
で
指
摘
し
て
い
ま
す
。

市
民
農
園
を
巡
る
状
況
は
以

前
と
大
き
く
変
わ
り
、
今
後

好
転
す
る
の
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。
指
定
管
理
者
制
度

等
を
利
用
し
民
間
委
託
を
早

急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

笠良原市民農園（子供の国保育園いも掘り）



一 　 般 　 質 　 問
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答

問 行政改革の手法は

町民との連携・信頼が重要

答

問
職員の給料削
減について

本給の5％削減

町
長
の
公
用
車
に

つ
い
て

問答
職
員
も
必
要
に

応
じ
て
使
用

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

導
入
の
考
え
は

問答
今
後
検
討
す
る

（11）

　
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る

い
き
ら
り
と
光
る
町
づ
く
り

を
実
現
す
る
に
当
た
り
、
ど

の
よ
う
に
行
政
改
革
を
推
進

す
る
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　
行
政
と
町
民
皆
さ
ん
と
の

連
携
、
そ
し
て
信
頼
関
係
が

特
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
や
は
り
地

域
の
皆
さ
ん
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
し
て
お
互
い
に
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
。
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ご
ざ

い
ま
す
農
業
・
集
落
営
農
の

自
立
と
か
、
ま
た
地
場
産
の

育
成
と
か
い
う
こ
と
も
必
要

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま

た
一
人
一
人
が
健
康
で
な
く

て
は
、
や
は
り
元
気
な
地
域

づ
く
り
、
団
体
の
活
性
化
を

図
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
住
民
み
ず
か
ら
の
健
康

づ
く
り
推
進
、
そ
の
よ
う
な

対
策
も
講
じ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
現
在

各
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
等
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
活

性
化
に
向
け
て
の
行
政
と
し

て
の
手
助
け
も
必
要
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

行
政
改
革
の

推
進
手
法
に
つ
い
て

加藤寛治

　
町
長
の
公
用
車
を
職
員
に

オ
ー
プ
ン
に
さ
れ
た
ら
ど
う

か
お
尋
ね
す
る
。�

�

町
長
答
弁

　
黒
塗
り
の
自
動
車
と
、
三

菱
の
自
動
車
２
台
が
あ
り
ま

す
が
、
私
専
用
と
い
う
こ
と

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
私
が

使
用
し
な
い
場
合
に
つ
い
て

は
、
当
然
職
員
が
必
要
に
応

じ
て
使
え
る
状
態
と
い
う
ふ

う
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
入

札
方
式
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

　
入
札
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
り
公
募

型
の
指
名
競
争
と
か
い
ろ
い

ろ
あ
り
今
後
検
討
い
た
し
ま

す
。

　
行
政
改
革
と
い
い
ま
す
と
、

す
ぐ
賃
金
の
値
下
げ
が
始
ま

り
ま
す
。
し
か
し
職
員
の
給

料
は
生
活
給
で
す
か
ら
給
料

下
げ
て
仕
事
を
せ
よ
と
い
う

こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　
私
自
身
も
職
員
の
給
料
に

つ
き
ま
し
て
は
生
活
給
と
い

う
部
分
は
十
分
認
識
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
職

員
の
皆
さ
ん
も
、
み
ず
か
ら

改
革
を
進
め
る
、
そ
し
て
町

づ
く
り
を
一
緒
に
行
っ
て
い

く
と
い
う
意
味
で
本
給
の
５

％
削
減
に
理
解
を
示
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

小さくても元気で明るく輝く江府町づくり（まちづくり推進委員会）



江府町議会だより

答

問 総合振興計画は

本年度中の計画�
樹立に努力する

財
政
運
営
（
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
作
成
は
）

問答
英
断
し
た
い

町
の
活
性
化
は

問答
協
議
検
討
し

て
進
め
る

　
第
三
次
総
合
計
画
は
平
成

17
年
度
が
最
終
年
で
す
。
急

速
に
激
変
す
る
現
在
で
は
、

短
期
、
中
期
、
長
期
の
具
体

的
な
構
想
を
早
期
に
策
定
し
、

毎
年
度
の
実
施
状
況
や
予
算

等
を
勘
案
し
て
、
計
画
内
容
、

前
後
を
変
更
す
る
ロ
ー
リ
ン

グ
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
総
合
振
興
計
画
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。�

町
長
答
弁

　
今
年
度
は
第
四
次
の
江
府

町
総
合
計
画
策
定
の
年
で
あ

り
ま
す
。
現
在
進
め
て
お
り

ま
す
町
づ
く
り
町
民
会
議
並

び
に
町
づ
く
り
推
進
委
員
会

と
の
調
整
を
図
っ
て
お
り
ま

し
て
、
重
点
目
標
の
設
定
等

々
、
町
づ
く
り
推
進
計
画
を

本
年
度
中
に
策
定
す
る
よ
う

努
力
し
て
お
り
ま
す
。
総
合

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

の
町
づ
く
り
推
進
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
計
画

樹
立
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

実
施
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
の
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
し
、
取

り
組
み
ま
す
。
各
委
員
会
、

町
民
会
議
の
皆
さ
ん
の
ご
尽

力
を
頂
き
、
こ
の
計
画
を
推

進
し
ま
す
。

平成17年５月13日発行第129号 （12）

町
の
自
立
と�

　
　
再
生
に
つ
い
て

日野尾　優

　
税
金
や
借
金
で
い
か
な
る

資
産
が
形
成
さ
れ
、
現
在
ど

の
よ
う
な
実
態
に
あ
る
か
を

示
す
ス
ト
ッ
ク
情
報
が
必
要

で
す
。
今
後
の
財
政
制
度
や

予
算
編
成
の
変
革
を
い
か
に

結
び
つ
け
て
い
く
か
は
、
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
貸
借
対
照
表
の
作
成
か

ら
公
会
計
の
改
革
に
着
手
し
、

財
政
情
報
の
質
的
改
善
を
図

る
べ
き
で
あ
り
、
町
長
に
所

信
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　
財
政
運
営
改
革
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
の
作
成
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
公
共

団
体
の
財
務
に
は
な
じ
ま
な

い
と
い
う
こ
と
で
長
年
、
現

金
主
義
を
使
っ
て
き
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
財
政
改
革
を
進
め
る
中

で
は
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の

行
政
資
産
に
対
し
ま
し
て
コ

ス
ト
を
評
価
し
た
り
、
そ
れ

の
有
効
活
用
が
で
き
て
い
る

か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
十

分
議
論
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
事
業
の
評
価
、
資
産

は
住
民
に
と
っ
て
ど
う
な
の

か
判
断
し
な
が
ら
、
英
断
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
存
じ
ま
す
。

　
人
口
減
少
歯
止
め
対
策
と

観
光
対
策
に
つ
い
て
、
後
継

者
の
花
嫁
問
題
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
方
々
よ
り
苦
悩
を
聞

き
ま
す
。
結
婚
と
い
う
の
は

極
め
て
個
人
的
な
問
題
で
あ

る
の
で
、
行
政
の
対
応
に
は

限
界
が
あ
る
と
か
、
人
の
心

を
扱
う
問
題
は
行
政
に
な
じ

ま
な
い
と
い
っ
た
意
見
も
あ

り
ま
す
が
町
長
の
考
え

は
。
次
に
観
光
対
策
に

全
国
各
地
に
い
る
町
の

出
身
者
を
「
ふ
る
さ
と

大
使
」
に
任
命
し
、
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

願
い
観
光
客
の
誘
致
を

図
っ
た
ら
ど
う
か
、
町

長
の
所
信
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　
農
業
後
継
者
を
始
め
後
継

者
の
花
嫁
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
従
前
よ
り
い
ろ
い
ろ
と

議
論
も
あ
り
、ま
た
、事
業
を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
や
は
り
次
代
を

担
う
若
者
が
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
に
、
行
政
と
し
て
は

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
観
光
対
策

は
口
コ
ミ
が
大
切
と
い
う
こ

と
は
重
々
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
関

西
交
流
会
、
そ
し
て
神
戸
の

魚
崎
、
西
ノ
島
町
等
と
も
交

流
が
あ
り
、
こ
の
方
々
に
江

府
町
の
特
色
、
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
な
が
ら
お
手
伝
い

を
し
て
頂
く
こ
と
も
重
要
と

考
え
ま
す
。
ふ
る
さ
と
大
使

任
命
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

い
た
し
ま
す
。

奥大山チロルの里関西交流会（大阪市）



答

問 老健施設運営は

日野病院組合で
管理運営する

行
財
政
改
革
は

問答
改
革
を
進
め
る

介
護
老
人
保
健
施
設
の�

　
運
営
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

森田　　智

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、

公
共
事
業
の
す
べ
て
の
歳
出

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
公
共
工
事
に
限
ら
ず
金

額
が
大
き
な
も
の
も
随
意
契

約
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
思

う
が
、
入
札
方
式
に
す
る
な

り
、
各
種
事
業
に
大
き
な
メ

ス
を
入
れ
精
査
し
、
財
政
改

革
を
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
合
わ
せ
て
将
来
の
市
町
村

合
併
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

町
長
答
弁

　
平
成
17
年
度
予
算
に
つ
き

ま
し
て
も
、
自
ら
の
削
減
を

行
な
い
な
が
ら
新
規
事
業
の

抑
制
、
補
助
金
の
見
直
し
等
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
も
削
減
等

の
形
で
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

お
互
い
に
ス
リ
ム
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
指
摘
が

ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
に
つ
き
ま
し

て
従
来
の
も
の
は
見
直
し
て
、

公
開
に
よ
っ
て
競
争
入
札
す

る
な
ど
、
削
減
が
図
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
特
に
注
意
を

し
な
が
ら
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
発
注
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
節
減
な
り
、
い
ろ
ん
な
工

夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
判
断
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
合
併
に
つ
い
て
は
、
町
長

に
な
り
ま
し
た
と
き
か
ら
、

単
独
自
立
の
道
が
選
択
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
意
を
受
け
、

江
府
町
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
努
力
い
た
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
、
今
は
与
え
ら
れ
た

自
立
と
い
う
江
府
町
の
再
生

に
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第129号江府町議会だより平成17年５月13日発行（13）

江府町介護老人保健施設建設地（武庫）

　
江
府
町
介
護
老
人
保
健
施

設
の
運
営
管
理
に
つ
い
て
、

日
野
病
院
組
合
管
理
者
会
議

に
お
い
て
、
日
野
病
院
長
よ

り
受
託
要
請
が
あ
り
、
管
理

者
及
び
副
管
理
者
が
了
承
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日

野
病
院
は
毎
年
多
額
の
赤
字

を
出
し
て
い
る
。
第
二
の
赤

字
施
設
と
な
ら
な
い
よ
う
初

め
か
ら
民
営
で
運
営
す
べ
き

と
思
う
。
ま
た
、
当
初
の
補

助
金
が
大
幅
削
減
し
交
付
金

に
変
わ
っ
た
が
、
収
支
見
込

は
ど
う
か
。
ま
た
、
将
来
の

増
設
計
画
は
。
大
変
な
大
事

業
で
あ
り
、
町
民
債
の
発
行

を
考
え
た
ら
ど
う
か
町
長
に

伺
う
。

�

町
長
答
弁

　
確
か
に
日
野
病
院
組
合
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
か
な

か
経
営
的
に
安
定
化
に
向
か

っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は

事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
日
野
病
院
は
江

府
町
の
住
民
に
と
っ
て
も
医

療
の
中
核
と
し
て
大
切
な
病

院
で
す
。
江
府
町
も
当
然
そ

の
組
合
に
参
画
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
日
野
病
院
、
江
尾

診
療
所
と
の
連
携
等
、
地
域

医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

や
っ
ぱ
り
日
野
病
院
組
合
が

管
理
運
営
に
適
し
て
い
る
と

判
断
し
た
次
第
で
す
。
施
設

補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
初
一
億
円
で
し
た
が
こ
の

た
び
の
国
の
三
位
一
体
改
革

に
伴
い
ま
し
て
、
交
付
金
と

い
う
形
で
一
施
設
二
千
五
百

万
円
の
基
準
に
な
り
ま
し
た
。

増
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
い

よ
い
よ
こ
れ
か
ら
施
設
が
ス

タ
ー
ト
す
る
時
期
で
あ
り
、

現
在
の
時
点
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
民
債
の
発
行
に
つ
い

て
、
こ
の
施
設
に
か
か
わ
り

ま
す
費
用
の
中
で
約
一
億
円

近
く
に
つ
き
ま
し
て
は
、
借

り
入
れ
に
よ
っ
て
建
設
す
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、

現
在
の
四
千
万
に
つ
き
ま
し

て
は
基
金
の
取
り
崩
し
並
び

に
一
般
財
源
で

対
応
す
る
予
定

で
す
が
、
国
の

総
務
省
等
の
了

解
が
と
れ
ば
、

住
民
の
皆
様
に

町
民
債
を
お
願

い
申
し
上
げ
て

み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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情
報
公
開
の�

手
法
は

問答
町
報
・
防
災
無
線
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

防
災
・
情
報
セ
ン

タ
ー
の
活
用
は

問答
自
主
防
災
の
研
修
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む

情
報
公
開
に
つ
い
て

防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
の
活
用
に
つ
い
て

田中幹啓

　
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
今
後
ど
う
い

う
形
で
町
民
に
浸
透
さ
せ
て

い
く
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　
行
政
の
会
議
等
を
防
災
情

報
セ
ン
タ
ー
で
行
い
町
民
の

皆
さ
ん
に
積
極
的
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
又
今
後

は
自
主
防
災
の
研
修
、
防
災

上
の
炊
き
出
し
、
そ
う
い
う

も
の
を
積
極
的
に
取
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
建
設
と
防
災
・
情
報

セ
ン
タ
ー
を
別
々
に
建
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
農
協

支
所
と
の
接
点
は
あ
る
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
と
の

交
渉
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

町
長
答
弁

　
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
と

農
協
支
所
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
そ
し
て
住
民
の
集
う
場

所
と
い
う
連
帯
感
を
持
た
せ

る
必
要
が
あ
ろ
う
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
又
庁

舎
に
つ
き
ま
し
て
は
Ｊ
Ａ
江

府
支
所
の
あ
り
方
等
も
踏
ま

え
ま
し
て
Ｊ
Ａ
の
施
設
に
つ

き
ま
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

施
設
に
し
て
は
ど
う
な
の
か
、

正
式
に
申
し
入
れ
て
現
在
事

務
的
協
議
を
さ
せ
て
お
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

�

　
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で

の
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長
答
弁

　
基
本
的
な
防
災
対
策
の
施

設
と
し
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
に
な
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に

判
断
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
江
府
町
の
情
報
公
開
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し

て
お
ら
れ
る
か
伺
う
。�

町
長
答
弁

　
町
報
ま
た
は
チ
ラ
シ
、
そ

し
て
防
災
無
線
、
最
近
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

情
報
公
開
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
後
は
届
け
る
情
報

と
い
う
こ
と
に
努
力
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

　
施
設
建
設
事
業
に
関
す
る

情
報
は
後
追
い
情
報
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　
大
型
、
ま
た
財
政
投
資
の

大
き
い
も
の
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
会
特
別
委
員
会
並
び

に
全
員
協
議
会
を
通
じ
な
が

ら
実
施
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
情
報
な
く
し
て
参
加
な
し

今
後
、
政
策
過
程
で
ど
う
住

民
に
情
報
を
提
供
す
る
か
伺

う
。

町
長
答
弁

　
出
か
け
て
説
明
を
し
な
が

ら
そ
こ
で
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
御
提
言
等
を
伺
っ
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

�

　
Ｃ
Ａ
テ
レ
ビ
の
導
入
、
パ

ソ
コ
ン
通
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
情
報
の
展
開
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　
光
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
又
、
県
の

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
経
由
し

た
高
速
の
通
信
環
境
整
備
を

実
施
し
、
あ
わ
せ
て
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
町
づ
く
り
委
員
会
と
議
会

と
の
比
重
を
ど
の
よ
う
に
持

っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。
又
議

会
と
職
員
の
接
点
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
る
の
か
伺
う
。�

町
長
答
弁

　
町
づ
く
り
委
員
会
、
町
づ

く
り
町
民
会
議
の
内
容
に
つ

い
て
は
全
員
協
議
会
等
に
お

い
て
都
度
ご
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
又
、
職
員
に
も
き
ち

ん
と
部
内
会
議
等
を
通
じ
て

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

長
寿
番
付
表
を
復
活
し
、
江

府
町
の
情
報
と
し
て
町
民
に

提
供
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
中
止
い
た
し
ま
し
た
が
再

度
検
討
い
た
し
ま
す
。

ＩＴ利用（防災・情報センター）



答

問 下水道の整備は

計画的に実施

職
員
倫
理
条
例
の
制
定
は

問答

条
例
等
で
早
期
に
策
定
を

職
員
倫
理
条
例
に
つ
い
て

生
活
基
盤
整
備
に
つ
い
て
長岡邦一

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
町

水
道
へ
の
未
統
合
は
、
後
１

施
設
の
み
と
の
こ
と
な
の
で
、

下
水
道
に
つ
い
て
伺
う
。

　
町
長
は
現
在
の
下
水
道
の

整
備
に
つ
い
て
、
満
足
度
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
今
後
の
推
進
の
考

え
は
ど
う
か
。
最
終
到
達
点

い
わ
ゆ
る
下
水
道
完
了
は
い

つ
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
今
年
度
工
事
の
吉
原
ま
で

は
、
前
町
政
下
で
の
こ
と
だ

が
、
竹
内
町
政
で
の
取
捨
選

択
の
基
準
と
方
針
を
伺
う
。

��

町
長
答
弁

　
平
成
７
年
か
ら
下
水
道
の

事
業
に
取
り
組
み
、
現
在
江

府
町
の
人
口
対
比
で
水
洗
化

率
66
・
７
％
、
接
続
率
67
・

８
％
で
す
。

　
残
さ
れ
た
米
沢
地
区
は
、

約
７
億
５
千
万
円
の
事
業
と

な
り
ま
す
が
、
平
成
17
年
か

ら
５
年
を
か
け
整
備
す
る
計

画
で
す
。

　
ど
の
地
区
を
先
行
す
る
か

は
地
元
の
加
入
同
意
の
状
況

を
勘
案
し
、
集
落
間
の
調
整

を
し
た
上
で
進
め
て
行
き
た

い
。

　
昨
年
７
月
よ
り
議
会
議
員

の
政
治
倫
理
条
例
は
、
活
発

な
議
論
の
な
か
、
紆
余
曲
折

は
あ
っ
た
が
、
今
議
会
で
議

決
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。

　
つ
い
て
は
、
す
で
に
施
行

さ
れ
て
い
る
情
報
公
開
条
例

と
政
治
倫
理
条
例
と
最
後
に

職
員
倫
理
条
例
の
三
位
一
体

に
よ
っ
て
、
透
明
性
の
あ
る

公
正
な
政
治
・
行
政
が
実
効

性
を
持
つ
の
だ
と
、
長
い
議

論
の
う
ち
に
学
び
是
非
と
も

必
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
は
職
員
等
の

不
祥
事
の
た
め
に
だ
け
で
な

く
、
職
員
も
住
民
全
体
の
奉

仕
者
、
公
共
の
利
益
を
実
現

す
る
公
務
員
と
し
て
の
モ
ラ

ル
と
と
も
に
、
そ
の
資
質
の

向
上
と
能
力
の
開
発
を
促
す

た
め
に
も
必
要
と
考
え
る
が
、

江
府
町
職
員
倫
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　
議
員
の
皆
様
に
は
、
再
三

に
わ
た
り
議
論
を
繰
り
返
さ

れ
、
議
員
政
治
倫
理
条
例
を

制
定
さ
れ
る
こ
と
に
、
ま
ず

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
江
府
町
職
員
倫
理

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

特
別
委
員
会
の
席
で
そ
の
必

要
性
を
説
明
し
、
総
務
課
長

に
３
月
末
を
め
ど
に
条
例
等

の
状
況
を
調
査
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
状
の
職
員
の
職
務
執
行

に
関
し
て
は
地
方
公
務
員
法

が
あ
り
、
そ
の
下
に
綱
紀
保

持
を
定
め
た
服
務
規
程
が
あ

り
ま
す
。
鳥
取
県
に
お
い
て

は
、
条
例
と
し
て
定
め
る
こ

と
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
議
論

を
呼
ん
だ
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
勘
案
し
、

条
例
と
す
る
か
、
規
程
あ
る

い
は
要
綱
と
す
る
の
か
、
現

在
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
議
員

政
治
倫
理
条
例
に
呼
応
し
、

早
い
う
ち
に
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
長
等
三
役
に
つ

い
て
も
議
員
政
治
倫
理
条
例

等
を
参
考
に
し
、
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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合併処理浄化槽設置工事



町
の
Ｉ
Ｓ
０
の
取
得
は

問答

今
後
前
向
き
に
検
討

江府町議会だより 平成17年５月13日発行第129号

答

問 今後の運営は

努力しながら決断もする

笠
良
原
市
民
農
園
の�

　
　
　
運
営
に
つ
い
て

環
境
対
策
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の�

　
　
　
取
得
に
つ
い
て

池田成弘

　
三
位
一
体
改
革
が
進
み
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
補
助
金

の
減
少
、
逆
に
公
債
費
の
増

で
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
る
。

　
環
境
Ｉ
Ｓ
０
の
取
得
は
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
や
責
任

根
源
が
明
確
に
な
り
更
に
文

書
化
さ
れ
ト
ラ
ブ
ル
の
解
消

に
つ
な
が
る
。

　
国
、
地
方
、
一
般
企
業
で

も
Ｉ
Ｓ
０
１
４
０
０
１
が
取

得
さ
れ
て
い
る
。
鳥
取
市
を

含
め
３
市
７
町
が
取
得
さ
れ

て
い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
０
の
導
入
に
と
っ
て
、

重
要
な
こ
と
は
町
長
の
考
え

だ
と
聞
く
が
、
今
後
ど
の
様

に
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の

社
会
構
造
が
国
際
社
会
に
お

い
て
も
見
直
し
を
さ
れ
、
国

の
威
信
を
か
け
取
組
み
が
さ

れ
て
い
る
。
環
境
問
題
ま
た

財
政
の
削
減
等
の
観
点
か
ら

町
の
認
証
取
得
は
必
要
で
あ

る
が
取
得
の
費
用
的
な
部
分
、

古
い
庁
舎
と
い
う
事
も
あ
る

が
、
環
境
に
優
し
い
計
画
に

基
づ
き
、
職
員
自
ら
削
減
に

努
め
、
電
気
代
、
燃
料
代
等

項
目
は
多
く
あ
る
が
、
積
極

的
に
実
施
す
る
事
に
よ
り
物

件
費
の
削
減
に
寄
与
す
る
と

思
う
。
今
後
は
認
証
な
く
と

も
こ
れ
に
近
い
取
組
み
を
実

施
す
る
。

　
市
民
農
園
の
管
理
棟
、
コ

テ
ー
ジ
の
老
朽
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
。

　
景
気
の
低
迷
で
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
農
園
を
利

用
す
る
方
が
減
少
し
、
16
年

度
も
７
４
０
万
円
の
持
ち
出

し
が
予
想
さ
れ
る
。

　
今
後
市
民
農
園
存
続
の
た

め
農
園
利
用
の
拡
大
や
コ
テ

ー
ジ
利
用
者
確
保
の
た
め
、

管
理
棟
を
含
め
た
修
理
修
繕

を
す
る
の
か
、
厳
し
い
財
政

で
あ
る
の
で
、
個
人
企
業
に

譲
渡
あ
る
い
は
廃
止
の
考
え

が
あ
る
の
か
伺
う
。

�

町
長
答
弁

　
都
市
と
農
村
の
交
流
の
場
、

農
業
体
験
等
触
れ
合
い
の
場

で
あ
り
資
源
の
発
掘
、
農
産

物
の
販
売
等
、
宿
泊
施
設
を

も
つ
市
民
農
園
で
す
が
、
農

業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
、
近
隣

に
於
け
る
市
民
農
園
の
開
設

等
で
利
用
者
の
増
加
が
図
れ

な
い
。
町
の
財
政
を
考
え
れ

ば
、
英
断
を
す
る
事
が
必
要

に
な
っ
た
時
期
で
は
あ
る
が
、

売
却
し
た
場
合
補
助
事
業
で

あ
る
の
で
２
０
０
０
万
円
程

度
の
返
済
が
生
じ
る
。

　
廃
止
し
た
場
合
に
は
目
的

外
使
用
禁
止
で
、
交
流
施
設

と
し
て
運
営
す
る
事
が
必
要

と
な
る
。
農
地
を
契
約
す
る

の
が
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

近
隣
都
市
の
方
々
に
自
然
の

中
で
ソ
バ
の
オ
ー
ナ
ー
制
度

等
で
体
験
し
て
も
ら
え
ば
、

畑
の
方
向
性
も
見
え
る
と
思

う
の
で
、
17
年
度
は
実
践
し

て
行
き
た
い
。
今
後
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

（16）

笠良原市民農園（管理棟、コテージ）



あなたから出された 陳情の結果あなたから出された 陳情の結果あなたから出された 陳情の結果

　みなさんから提出のあった陳情を所管常任委員会で審査し、委員長の報告を受け３月�
定例議会で、次のとおり決定しました。

件 名 提 出 者 審議結果

「市場化テスト」や「給与構造見直し」
に反対する意見書の採択を求める陳情

東京都港区西新橋1－17－14

リバティ１４ビル３Ｆ

日本国家公務員労働組合連合会

中央執行委員長　

　　　　坂　口　士　郎

不 採 択

「ＪＲ不採用問題の解決に向けた協議の
開始を求める意見書」の提出を求める陳
情書

鳥取県米子市道笑町3丁目171－2

国鉄労働組合米子地方本部

執行委員長　小　村　宗　一

継続審査

採　　択
「農業を守って、食料自給率を向上させ
る」ための意見書提出に関する陳情

鳥取市河原町徳吉235

鳥取県農民運動連合会

会長　東　田　　久

採　　択
「人権侵害の救済に関する法律」の早期
制定を求める意見書の提出についての陳
情書

鳥取市尚徳町116番地

部落解放・人権政策確立要求�

鳥取県実行委員会

会長　竹　内　　功

不 採 択
自衛隊をイラクから撤退させ、憲法9条
を守ることを要求する陳情書

鳥取市西町3丁目101－2
「軍事費を削って、くらしと福祉・教
育の充実を」国民大運動鳥取県
実行委員会
実行委員長　村口徳安　他1名

趣旨採択

江府町議会の「議会等改革に関する調査
特別委員会」で提案のありました、政治
倫理条例（案）の一部見直しについての
陳情

日野郡江府町江尾2076－4

江府町商工会

会長　大　岩　泰　彦

趣旨採択
江府町政治倫理条例（案）原案の趣旨を
尊重し、採択し制定についての陳情

日野郡江府町武庫５１

倫理条例を考える会

代表　宇田川　　満

　　　　　他　３名

第129号江府町議会だより平成17年５月13日発行（17）



江府町議会だより 平成17年５月13日発行第129号 （18）

議 員 提 出 議 案

　
清
浄
で
公
正
に
開
か
れ
た

民
主
的
な
町
政
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
、議
員
が
、そ
の
権

限
や
地
位
の
影
響
力
を
不
正

に
行
使
し
て
私
利
を
得
る
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
「
公

職
者
と
し
て
の
倫
理
」
条
例

を
全
会
一
致
で
制
定
し
ま
し

た
。

　
一
部
を
除
き
、
平
成
17
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
と
な
り

ま
し
た
。
19
ペ
ー
ジ
か
ら
21

ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

���

　
議
員
の
報
酬
は
、
平
成
16

年
度
は
５
％
削
減
し
て
お
り

ま
し
た
。�

　
平
成
17
年
度
の
１
年
間
は

10
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
こ

と
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

削
減
後
の
報
酬
月
額
は
、

��

　
ま
た
、
議
員
に
就
任
し
た

時
、
職
を
離
れ
た
時
に
１
ヶ

月
分
を
支
給
し
て
い
た
が
、

そ
れ
を
日
割
り
で
支
給
す
る

こ
と
に
改
正
し
た
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
と
な
り
ま
し
た
。

�

　
今
後
実
施
さ
れ
る
一
般
選

挙
か
ら
、
議
員
の
定
数
が
10

人
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
３
委
員
会
か
ら
、
２
つ
の

常
任
委
員
会
に
す
る
こ
と
を
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
改
正
後
の
常
任
委
員
会
は
、

総
務
経
済
常
任
委
員
会
と
教

育
民
生
常
任
委
員
会
で
す
。

�

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建

設
・
運
営
な
ど
の
諸
問
題
に

つ
い
て
、
議
員
全
員
で
構
成

さ
れ
て
い
る
庁
舎
等
公
共
施

設
調
査
特
別
委
員
会
に
調
査

を
付
託
す
る
こ
と
を
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。�

������

　
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
被
害

者
を
救
済
す
る
法
制
度
の
確

立
を
求
め
る
広
範
な
運
動
が

展
開
さ
れ
る
中
、
政
府
と
し

て
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ

れ
た｢

基
本
的
人
権
の
尊
重｣

を
厳
守
し
、
同
時
に
国
際
的

な
合
意
事
項
で
あ
る
「
国
内

人
権
機
関
の
地
位
に
属
す
る

原
則
（
パ
リ
原
則
）
」
に
基

づ
く
人
権
機
関
が
設
置
さ
れ
、

人
権
救
済
制
度
が
確
立
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
も
、
早
期
「
人

権
侵
害
救
済
法
」
が
制
定
さ

れ
る
よ
う
、
地
方
自
治
法
第

99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

�������

　
昨
年
は
国
連
が
決
議
し
た

「
国
際
米
年
」
で
し
た
。
世

界
的
な
飢
餓
を
な
く
す
た
め

に
も
、
ま
た
日
本
の
食
料
自

給
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

も
稲
作
を
進
行
し
て
国
際
貢

献
を
す
る
こ
と
が
わ
が
国
に

は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
農
畜
産
物
の
輸

入
や
米
改
革
で
、
日
本
の
農

業
は
農
家
戸
数
か
ら
見
て
も

衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
今
の
地
域
農
業
は
、

規
模
の
大
小
や
専
業
、
兼
業

に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
農
家

・
農
業
者
に
支
え
ら
れ
、
助

け
合
い
な
が
ら
農
地
を
守
っ

て
い
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
つ

い
て
強
く
求
め
る
こ
と
を
、

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

一
、
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て

　
取
り
組
む
人
は
「
産
地
づ

　
く
り
」
で
い
う
担
い
手
と

　
す
る
。

二
、
「
産
地
づ
く
り
」
交
付

　
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

　
こ
と
。

三
、
政
府
購
入
米
を
大
幅
に

　
増
や
し
、
生
産
費
を
償
え

　
る
米
価
を
保
障
し
、
国
民

　
へ
の
安
定
供
給
に
努
め
る

　
こ
と
。

四
、
学
校
給
食
の
米
飯
給
食

　
に
補
助
す
る
こ
と
。

江
府
町
議
会
議
員
政
治�

倫
理
条
例
の
制
定

江
府
町
議
会
の
議
員
の�

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に�

関
す
る
条
例
の
一
部
を�

改
正
す
る
条
例

江
府
町
議
会
委
員
会�

条
例
の
一
部
を
改
正�

す
る
条
例

人
権
侵
害
救
済
法
の�

早
期
制
定
を
求
め
る�

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

農
業
を
守
り
、
食
料�

向
上
自
給
率
向
上
を�

求
め
る
意
見
書
提
出�

に
つ
い
て

庁
舎
等
公
共
施
設
調
査�

特
別
委
員
会
に
介
護�

老
人
保
健
施
設
問
題
の�

調
査
を
付
託
す
る
こ
と�

に
つ
い
て

職 名 �

議 長 �

副 議 長 �

委 員 長 �

議 員

報酬月額

277,200円

206,100円

198,000円

193,500円



江府町議会議員政治倫理条例

第129号江府町議会だより平成17年５月13日発行（19）

（目的）

第１条　この条例は、町政が町民の厳粛な信託によるものであることを確認し、そ

　の受託者たる町議会議員（以下「議員」という。）が町民全体の奉仕者として、

　人格と倫理の向上に努め、いやしくもその地位による影響力を不正に行使して、

　自己の利益を図ることのないよう必要な措置を定めることにより、町政に対する

　町民の信頼に応えるとともに、町民が町政に対する正しい認識と自覚を持ち、も

　って公正で開かれた民主的な町政の発展に寄与することを目的とする。

（議員及び町民の責務）

第２条　議員は、町民の信頼に値する倫理性を自覚し、町民に対し自らすすんでそ

　の高潔性を明らかにしなければならない。

２　町民は、主権者として自らも町政を担い、公共の利益を実現する自覚を持ち、

　議員に対しその地位による影響力を不正に行使させるような働きかけを行っては

　ならない。

（政治倫理基準）

第３条　議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。

（１）　町民全体の代表者として品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み、そ

　　の職務に関して不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。

（２）　町民全体の奉仕者として常に人格と倫理の向上に努め、その地位を利用し

　　ていかなる金品も授受しないこと。

（３）　町（町が設立した公社、町が資本金、基本金その他これらに準ずるものを

　　出資し、又は拠出している公益法人、株式会社、有限会社を含む。）が行う工

　　事等の請負契約、下請工事、業務委託契約及び一般物品納入契約に関して特定

　　業者を推薦、紹介するなど有利な取計らいをしないこと。

（４）　町職員の公正な職務執行を妨げ、その権限若しくはその地位による影響力

　　を不正に行使するよう働きかけないこと。

（５）　町職員等の採用及び昇格、異動に関して推薦若しくは紹介をしないこと。

（６）　会議の厳正な審議を妨げるような審議放棄の言動行動をしないこと。

（７）　政治活動に関して企業、団体等から政治的又は道義的批判を受けるおそれ

　　のある寄付等を受けないこと。

２　議員は、政治倫理に反する事実があるとの疑惑を持たれたときは、自ら潔い態

　度をもって疑惑の解明に当るとともに、その責任を明らかにしなければならない。

（町工事等に関する遵守事項）

第４条　議員の配偶者、二親等以内又は同居の親族、議員が役員をしている企業並

　びに議員が実質的に経営に携わる企業は、地方自治法第９２条の２の規定の趣旨を

　尊重し、町民に疑惑の念を生じさせない為、町等が行う工事等の請負契約、下請

　工事、業務委託契約及び一般物品納入契約を辞退することに努めなければならない。



２　前項に規定する「実質的に経営に携わる企業」とは、次に掲げるものをいう。  

（１）　議員が資本金その他これらに準ずるものの3分の１以上を出資している企業

（２）　議員が年額３００万円以上の報酬（顧問料等その名目を問わない。）を受

　　領している企業

（３）　議員がその経営方針に関与している企業

（議員の配偶者、２親等以内又は同居の親族が役員をしている企業並びに議員が実

質的に経営に携わる企業の責務）�

第５条　前条に規定した企業が、前条の遵守事項に努めず、町が行う工事等の　請

　負契約、下請工事、業務請負契約及び一般物品納入契約を行った場合は、　７日

　以内に議長へ契約の内容、請負方法、契約の金額及び町工事等に関する　遵守事

　項に対する企業の考察等を報告しなければならない。

２　議長は、前項で提出のあった事項を、議会だより等広報誌により町民に周知し

　なければならない。

（町民の調査請求権）

第６条　町民は、次の各号に掲げる事由があるときは、これを証する資料を添えて、

　議長に調査を請求することができる。

（１）　政治倫理基準に反する疑いがあるとき。

（２）　町工事等に関する遵守事項に違背する疑いがあるとき。

２　前項の規定により調査の請求がなされたときは、議長は、調査請求書及び添付

　資料を政治倫理審査会に直ちに提出し、調査を求めなければならない。

３　審査会は、前項の規定により調査を求められたときは、請求を受けた日から90

　日以内に、その調査結果を議長に文書で回答しなければならない。

４　議長は、第３項の規定による回答があった日から７日以内に、その写しを請求

　者に送付しなければならない

（政治倫理審査会の設置等）

第７条　議長は前条の規定による調査請求を受けたときは、政治倫理審査会（以下「審

　査会」という。）設置し、調査を付託しなければならない。

２　審査会の委員（以下「委員」という。）は５人とし、町民を代表する者、学識

　経験者及び議員の中から、議長が公正を期して委嘱する。

３　委員の任期は、付託された審査の結果を議長に回答した日までとする。

４　審査会の会議は、公開するものとする。ただし、やむを得ず非公開とするときは、

　委員定数の３分の２以上の同意を必要とする。�

５　審査会の委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた

　後も同様とする。

江府町議会だより 平成17年５月13日発行第129号 （20）
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（審査会の職務）

第８条　審査会は、次に掲げる職務を行う。�

（１）　第６条第２項に規定する必要な調査、回答及び勧告をすること。

（２）　説明会に際し、議長の諮問を受けて意見書を提出すること。

（３）　その他、この条例による政治倫理の確立を図るため、議長の諮問を受けた

　　事項につき調査及び報告をすること。

２　審査会は、前項の職務を行うため、関係人から事情聴取及び資料提供など必要

　な調査を行うことができる。

（虚偽報告等の広報）

第９条　審査会は、議員が虚偽の報告又は調査に協力しなかったときは、その旨を

　広報誌等で速やかに公表しなければならない。

２　前条の規定に基づく審査会の調査結果についても、前項の規定を準用する。

（職務関連犯罪容疑による起訴後の説明会）

第１０条　議員が、刑法（明治４０年法律第４５号）第１９７条から第１９７条の

　４までの各条及び第１９８条に定める贈収賄罪その他職務に関連する犯罪（以下「職

　務関連犯罪」という。）の容疑による起訴後、引続きその職にとどまろうとする

　ときは、議長に、町民に対する説明会の開催を求めなければならない。この場合

　当該議員は、説明会に出席し釈明しなければならない。

２　町民は、前項の規定による説明会が開催されないときは、地方自治法第18条に

　定める選挙権を有する者５０人以上の連署をもって、説明会の開催を請求するこ

　とができる。

３　前項の開催請求は、起訴された日から５０日以内に、議長を通じて行うものと

　する。

４　町民は、説明会において当該議員に質問することができる。

（職務関連犯罪による有罪確定後の措置）

第１１条　議員が前条の有罪判決の宣告を受け、その刑が確定したときは、公職選

　挙法（昭和２５年法律第１００号）第１１条第１項の規定により失職する場合を

　除き、議員は、町民全体の代表者としての品位と名誉を守り、町政に対する町民

　の信頼を回復するため、辞職手続きをとるものとする。

（規則への委任）

第１２条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

　附　則

　この条例は、平成１７年４月１日から施行する。ただし第４条から第５条の規定は、

平成１７年７月５日から施行する。
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あ

と

が

き

議員倫理条例を�

　　　　　生かす
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堀田　典子

食事サービスに�

思う

ひ
と
言

　
平
成
大
合
併
の
ニ
ュ
ー
ス
も
テ

レ
ビ
、
新
聞
面
か
ら
よ
う
や
く
消

え
か
か
っ
た
こ
の
頃
で
す
。
江
府

町
が
キ
ラ
リ
と
光
る
町
作
り
を
目

指
し
、
単
独
路
線
を
選
ば
れ
一
年

近
く
が
経
ち
ま
し
た
。
江
尾
の
町

で
は
次
々
と
商
店
の
灯
が
消
え
、

町
並
に
人
影
が
無
く
わ
ず
か
に
診

療
所
の
回
り
で
人
の
動
き
が
見
ら

れ
る
程
度
で
、
何
と
な
く
う
ら
寂

し
さ
を
感
じ
ま
す
。
先
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
総
会
が
あ
り

出
席
し
て
み
ま
し
た
。
ど
こ
か
ら

か
「
弁
当
作
り
が
少
な
く
な
っ
て

い
け
ん
が
、
二
ケ
月
に
一
回
出
れ

ば
い
い
し
こ
う
だ
ぜ
」
「
今
迄
の

弁
当
作
り
は
結
構
楽
し
か
っ
た
の

に
な
ー
」
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
減
少
を
残
念
が
る
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、

十
五
年
前
各
種
女
性
団
体
の
活
動

が
盛
ん
で
、
婦
人
会
、
姑
会
等
七

団
体
に
よ
る
女
性
会
組
織
が
有
っ

た
頃
、
順
番
で
そ
の
世
話
の
仕
事

が
回
っ
て
来
た
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
盛
ん
な
先
進
地
島
根
県

の
瑞
穂
町
に
視
察
研
修
に
出
向
き
、

食
事
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
を
見
学
し

素
晴
ら
し
い
制
度
に
感
銘
を
受
け

な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。
丁
度
そ
の

頃
町
当
局
よ
り
女
性
団
体
に
よ
る

弁
当
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
設
立
の

要
望
が
有
り
ま
し
た
。
何
度
か
七

団
体
の
会
長
さ
ん
と
協
議
し
、
い

ろ
い
ろ
と
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し

た
が
、
誕
生
し
た
の
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ
い
の
始
ま

り
で
し
た
。
当
初
は
グ
ル
ー
プ
員

も
少
な
く
各
女
性
団
体
長
さ
ん
を

中
心
と
し
た
集
ま
り
で
、
月
一
回

独
居
の
人
を
対
象
と
し
た
食
事
作

り
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。
皆
さ
ん
に

参
加
を
呼
び
か
け
年
毎
に
会
員
数

も
増
加
し
組
織
も
充
実
し
、
よ
う

や
く
他
町
村
に
誇
れ
る
体
制
が
整

っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
に
総
会

で
の
意
見
は
一
抹
の
寂
し
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
県
下
で
一

番
人
口
が
少
な
く
高
齢
化
率
二
番

の
江
府
町
、
今
後
益
々
独
居
の
世

帯
増
加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
折
角

こ
こ
ま
で
育
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
で
す
。
そ
の
灯
が
消
え

な
い
事
を
願
っ
て
い
る
こ
の
頃
で

す
。

▼
４
月
に
入
り
桜
も
一
斉
に

咲
き
、
駆
け
足
で
春
を
運
ん

で
き
ま
し
た
。
学
校
も
新
学

期
が
始
ま
り
夢
と
希
望
の
ふ

く
ら
む
季
節
と
な
り
、
農
作

業
も
大
変
忙
し
い
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

▼
３
月
定
例
議
会
は
、
現
年

度
補
正
予
算
と
新
年
度
一
年

間
の
方
向
を
決
め
る
議
会
で
、

一
般
質
問
も
６
人
登
壇
し
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
財
政
逼
迫
の
折
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
今
年
度
の
事
業
を

推
進
す
る
か
、
行
政
の
総
力

を
結
集
し
、
議
会
議
員
も
全

力
を
傾
注
し
て
協
力
す
る
所

存
で
す
。

▼
開
か
れ
た
町
政
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
実
行
し
ま

す
。

今
後
町
民
の
皆
様
が
町
政
に

関
心
を
持
て
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
野
尾
　
優

編
集
委
員
長
　
　
浜
本
伸
介

副
委
員
長
　
　
　
池
田
成
弘

委
　
　
員
　
　
　
日
野
尾
優

　
　

〃
　

　
　
　
　
上
原
二
郎

　
　

〃
　

　
　
　
　
川
端
雄
勇

　
江
府
町
議
会
で
倫
理
条
例
の

制
定
が
発
議
さ
れ
た
事
を
聞
き

「
地
方
自
治
の
改
革
に
む
か
っ

て
動
き
だ
し
た
江
府
町
議
会
」

と
い
っ
た
新
風
を
感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
倫
理
条
例
の
内
容
を

め
ぐ
る
議
論
は
、
あ
る
べ
き
倫

理
観
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　
議
論
は
妥
協
的
表
現
に
よ
っ

て
一
致
点
を
見
い
だ
し
、
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
つ
め
の

議
論
が
非
公
開
の
全
員
協
議
会

で
行
わ
れ
た
事
は
、
情
報
公
開

度
の
低
下
だ
と
の
評
判
が
あ
り

ま
し
た
。

　
と
も
あ
れ
条
例
が
制
定
さ
れ

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
こ
の

条
例
の
積
極
面
を
生
か
し
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
そ
れ
に
は
議
員
同
士
が
な
れ

あ
い
に
な
ら
ず
条
例
に
も
と
づ

く
相
互
批
判
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
と
、
住
民
が
議
員
の
倫
理

観
に
対
す
る
見
方
を
厳
し
く
持

つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

住
民
の
関
心
を
高
め
る
為
に
は

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
的
な
活
動
も
効

果
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
条
例
に
は
違
反
し
て
も

罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
条
例
の

（
目
的
）
の
項
に
「
地
位
に
よ

る
影
響
力
を
利
用
し
て
自
己
の

利
益
を
図
る
こ
と
の
な
い
よ
う

…
」
と
う
た
っ
て
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
該
当
す
る
議
員
を
選
出

し
な
い
事
が
住
民
に
よ
る
最
大

の
罰
則
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
条
例
を
空
文
化
さ
せ
ず

に
生
か
す
の
は
住
民
と
議
員
の

意
志
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え

る
。

宇田川　満

ひ
っ

ぱ
く


